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(No.503) 第1話 新しい歴史 

－一「和工の生徒はタバコに手を出さない」という伝統... 

 今年も新年度の始業式と入学式を終え、和工の新しい１年が始まりまし

た。創立から数えて１０３年目のスタートをきったわけですが、学校の中で

学んでいる生徒諸君には、その長い歴史を実感する事は少ないでしょう。し

かし、１００年を超える歴史のなかで３万人以上の卒業生を輩出した地域社

会に映る和工の伝統と実績は一目おかれる存在です。そして今、その伝統を

つなぎ新しい歴史を作っているのが君たちなのです。  

 じつは、そんな新しい和工の伝統のひとつに「和工の生徒はタバコに手を

出さない」事が加わりつつあります。タバコには４０００種類以上の化学物

質で構成されており、そのうち有害物質が２００種以上もあり、そのなかに

は下表に示すような発がん物質もあるのです。まるで毒の缶詰のようなもの

に手を出すべきではありません。  

 このような事実を和工でちゃんと学んで卒業すれば、より健康でより多く

社会に貢献できる大人になれるはずです。それが和工の伝統にさらに重みを

もたらすことになるでしょうから、今年も少しずつタバコの事を知っていき

ましょう。  

(No.504) 第2話 コロンブスのタバコ 

－タバコは５００年前にコロンブスが... 

 タバコは毒物の缶詰のような商品です。前回も紹介したとおり、その煙に

は発ガン性物質がいくつも入っています。だからもし、タバコが下図のよう

な形をしていたとしたら、いったい誰が買うでしょうか。というよりもそれ

以前に、そんなモノが商品として店頭に並ぶわけがありません。きっと製造

も販売も禁止されるはずですからね。ところが、現実のタバコという商品は

中身が毒物だらけなのに、スーパーやコンビニに堂々と並んでいるばかりか

自動販売機でも売られています。これはいったいどういう事なのでしょう

か。  

 今から５００年前、コロンブスはその航海で新大陸を発見しただけではな

く、タバコも同時にヨーロッパに持ち帰っていました。それがきっかけで世

界中に広まったと言われていますが、その当時、タバコにこんな毒物が含ま

れている事は誰も知らなかったのです。そして、やっかいな事に主成分のニ

コチンには強力な依存性があるので、タバコをやめられないニコチン依存の

人が世界中にあふれてしまいました。  

世界中のニコチン依存の人々が毎日何本もタバコを吸い続けるわけですか

ら、膨大な量のタバコが必要です。この需要にこたえるため、多くのタバコ

会社が商品を量産し売り続けた結果、５００年後の現代では「人体に有害な

タバコの製造・販売を禁止する」と言えない状況になってしまったわけで

す。  

 しかし、人々の健康を無視してでも、タバコを売り続けきた時代は、これ

から大人になる君たちの世代から少しずつ変わろうとしています。  
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